
　男の子と女の子の可愛い貯金箱。スチール缶に工作用の
色紙を巻き付け、目や鼻、服などのパーツを工作用ボンドで貼
り、コインの大きさに合わせて飲み口を広げたシンプルな細工。
子供の工作にもピッタリだが、出来上がりを想像しながら各パ
ーツの型紙を作るところに、感性と精度が要求される。�
（多摩市・田上良蔵さん製作）�

（社）全国清涼飲料工業会�
〒103‐0022　東京都中央区日本橋室町3‐3‐3（ＣＭビル3階）�

TEL.03‐3270‐7300（代）�
http://www.j-sda.or.jp
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自販機の普及台数と自販金額（自販機による販売金額）の推移�
2004年自販機普及台数と年間自販金額（自販機による販売金額）の構成比�
自販機で主に買う飲料品目と自販機をよく利用するシーン�
米国の機種別普及台数と中身商品別年間自販金額�
（自販機による販売金額）の構成比（2003年）�

清・飲・彩�
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autumn

　香川県三豊郡　石角　尚義さん　「祭りの日」�
それにしても壮観ですね。祭りの休息時間らしい、�

やすらぎ感とはなやかさにあふれています。�

「待ち時間」�
香川県三豊郡　 田 文子さん�
ローカル線らしい、いい雰囲気が出ています。�
霧に包まれて…「一編の詩」になっていますね。�

「出番に備えて」�
東京都江戸川区�

野中 正信さん�
江戸っ子の祭りらしく、�
“カッコ”が�
決まっていますね。�
水分補給をして、�
さあ出番です。�

「ひと休み」�
兵庫県川西市　太田 美香さん�
たぶん姉妹なんでしょう、ほっと一休み。�
飲みっぷりもそっくりです。�

自然の中での生活風景－－－�
「飲料のある暮らし」を作者の優しい目が包んでいます。�

秀作揃いの投稿作品です。�

清涼飲料のある暮らし�

写真募集の�
お知らせ�

みなさまの投稿写真を募集しています。�

家族、友だち、街の風景…どしどし応募してください。�

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町3-3-3 CMビル3階�
（社）全国清涼飲料工業会�

「清・飲・彩」編集室 投稿写真 係�
お問い合わせ先 TEL.03-3270-7300

※掲載された方には、�
図書券（5,000円分）を�
差し上げます。�

テーマは「清涼飲料のある暮らし」�

本誌は再生紙を使用しています。�

スチール缶の貯金箱�
製作：多摩市・田上良蔵さん�

INTERVIEW …………………………………………………�13

芥川賞受賞作家　中村　文則 さん�
ブラック缶コーヒーが生んだ芥川賞受賞作「土の中の子供」�
清・飲・人�

NEWS&INFORMATION …………………………………………………�19

「自販機犯罪通報システム」愛知県でも導入開始／10月は自販機月間／「果実飲料並びに
炭酸飲料の日本農林規格・品質表示基準」の改正および「JAS法の一部を改正する法律」
に係る説明会を開催／自販機耐震化技術研究会　新業界標準の策定に向け始動／2004
年度ＰＥＴボトル回収率62.3％を達成／インフォメーション�

清飲FILES 飲み終わったら、どうするの？�
PETボトルは以下の出し方を守って、ごみの減量化と資源化に�
ご協力ください。�
①識別マークを確認してください（PETボトルの識別マークのない
プラスチックボトルは、PETボトルと一緒には出せません）�
②キャップをはずして、PETボトルと分別してください。�
③軽く中をすすいで、水切りをしてください。�
④PETボトルを倒してつぶしてから、ラベルをはずしてください。ラ
ベルは分別してください。�
⑤市町村のPETボトル収集日に出してください。�
シャツやネクタイ、卵パックなどに生まれ変わります。�

PETボトルの�
出し方�

創立50周年記念号�
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清涼飲料業の健全な発展に向けた全清飲の取り組み�

社会インフラとしての価値の向上こそ自動販売機の今後の大きな命題�
 日本自動販売機工業会専務理事　黒崎　貴�
回収率80％以上の目標とリデュース推進で循環型社会の構築に向けた貢献�
 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会会長　和田　國男�
「アダプト・プログラム」と「環境学習支援」身近な活動で地域社会の再興にも寄与�
 社団法人  食品容器環境美化協会専務理事　川上　博志�

【特別寄稿】 全清飲創立50周年に寄せて�……………………�10
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5
年
、社
団
法
人
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会（
全
清
飲
）は
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
。わ
が
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
応
じ
な
が
ら
目
覚
し
く
成
長
し
て
き
た
清
涼
飲
料
業
界
に
あ
っ
て
、全
清
飲
で
は
、業
界
全
体
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、

行
政
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
で
環
境
対
応
や
社
会
貢
献
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。7
月
に
は
創
立
50
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
、今
後
の
活
動
へ
の
意
気
込
み
を
新
た
に
し
た
。�

現
役
大
臣
の
臨
席
も
賜
っ
た
�

創
立
50
周
年
記
念
式
典
�

消
費
者
、自
治
体
、関
係
省
庁
や
�

関
連
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
�

記念式典では、公務でご多忙中にもかかわらず、来賓として島村宜伸�
農林水産大臣（当時）のご臨席を賜り、全清飲の今後の活動に期待す�
る旨の祝辞をいただいた。�

公共の利益と調和のとれた�
清涼飲料業の�
健全な発展を期して�
（社）全国清涼飲料工業会会長　平本 忠晴�

　2005年、社団法人全国清涼飲料工業

会は、お陰さまで創立50周年を迎えました。

これはひとえに今日までご尽力いただいた

先人の方々、行政各位のお陰と、深く感

謝しております。�

　また、7月に開催しました「全国清涼飲

料3団体創立50周年記念式典」におき

ましては、大変ご多忙の中、多数の方々

にご出席いただき、誠にありがとうござい

ました。改めて御礼申し上げます。�

　全清飲は、清涼飲料メーカーと関連企

業で構成し、公益法人として認可を受け

た団体で、公共の利益と調和のとれた清

涼飲料業の発展、品質の向上と安全の

確保および正しい知識の普及を目的とし

て、さまざまな活動をしてまいりました。�

　しかし、清涼飲料業をめぐる環境は決し

て平坦ではありませんでした。オイルショ

ックやバブル崩壊をどうにか乗り切り、今

も平成不況の厳しい経営環境を耐え抜

き、やっと回復の基調にあります。�

　清涼飲料は、喉の渇きを癒すだけでな

く、人の心に潤いをもたらすものであり、そ

の未来は明るいと考えております。�

　現在、全清飲では業界として社会の要

請に応えるべく、環境問題、自販機問題、

飲料の安全・安心な提供など、さまざまな

課題に取り組んでおります。�

　今後も、消費者、関連団体、自治体、

関係省庁の皆様方のご理解お力添えを

いただきながら、公共の利益と調和のと

れた清涼飲料業の健全な発展のために、

精一杯努めてまいりたいと思います。�

【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�
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を

迎
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に
、消
費
者
、

関
連
諸
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
意
見
を
汲
み
つ

つ
、関
係
省
庁
や
自
治
体
の
指
導
や
力
添
え
を

得
な
が
ら
、業
界
と
行
政
の
調
整
役
を
務
め
て

き
た
。�

　
清
涼
飲
料
業
界
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、他
の
業
界
団

体
と
の
相
互
連
携
も
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、省
エ
ネ
、転
倒
防
止
、防
犯
対
策
な
ど

の
自
販
機
問
題
へ
の
対
応
や
使
用
済
み
容
器
の

散
乱
防
止
と
ま
ち
美
化
運
動
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

回
収
率
向
上
と
3
Ｒ（
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」「
リ
ユ
ー

ス
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」
）の
推
進
と
い
う
全
清
飲
の

活
動
で
も
、他
業
界
団
体
と
の
相
互
連
携
な
く

し
て
は
、と
う
て
い
実
現
し
な
か
っ
た
。�

　
創
立
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
全
清
飲

で
は
、今
後
も
消
費
者
、自
治
体
、関
係
省
庁
、

関
連
団
体
と
の
連
携
に
努
め
な
が
ら
、公
共
の

利
益
と
調
和
の
と
れ
た
清
涼
飲
料
業
界
の
健
全

な
発
展
の
た
め
に
、積
極
的
に
自
ら
の
使
命
と

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。�

記念式典に先立って、四日市大学谷口優教授による記念講演が行われた。�
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わ
が
国
の
清
涼
飲
料
は
、
全
清
飲
が
発
足
し
た

1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、

消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
に
伴
う
食
生
活

の
変
化
を
追
い
風
に
し
て
、急
激
に
成
長
し
た
。生

産
量
の
拡
大
と
共
に
、品
目
の
多
様
化
も
進
展
。全

清
飲
50
年
の
歴
史
を
彩
っ
て
き
た
清
涼
飲
料
の
成

長
の
足
跡
を
、清
涼
飲
料
品
目
別
生
産
量
の
推
移

に
基
づ
い
て
「
清
涼
飲
料
市
場
の
拡
大
と
飲
料
文
化

の
変
遷
」
と
い
う
観
点
か
ら
、振
り
返
っ
て
み
る
。�

　
清
涼
飲
料
の
こ
の
50
年
間
の
成
長
過
程
を
グ

ラ
フ
化
す
る
と
下
図
の
よ
う
に
な
り
、こ
の
成
長

過
程
に
は
、大
き
く
分
け
て
次
の
6
つ
の
節
目
が

あ
る
。�

�

①
炭
酸
飲
料
台
頭
期�

　
全
清
飲
創
立
当
時
は
、サ
イ
ダ
ー
、ラ
ム
ネ
、

果
実
飲
料
が
中
心
だ
っ
た
が
、1
9
6
1
年（
昭

和
36
年
）に
外
資
系
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
制
限
が
撤

廃
さ
れ
、コ
ー
ラ
が
完
全
自
由
化
。
高
度
経
済
成

長
期
に
入
り
、経
済
復
興
の
象
徴
と
も
い
え
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年（
1
9
6
4
年
・
昭
和

39
年
）、炭
酸
飲
料
が
全
国
消
費
量
の
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
た
。�

②
第
一
次
成
長
期�

　
1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に
嗜
好
飲
料
の

幕
開
け
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
が
登
場
。
自
販

機
の
普
及
と
共
に
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
急
成
長
し
、コ

ー
ヒ
ー
飲
料
を
非
炭
酸
系
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
押
し
上
げ
た
。
果
汁
の
輸
入
枠
拡
大
で
果
実

飲
料
も
生
産
量
拡
大
に
寄
与
し
、1
9
7
7
年

（
昭
和
52
年
）に
は
清
涼
飲
料
総
生
産
量
が

5
0
0
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
突
破
、市
場
は
「
第

一
次
成
長
期
」
を
迎
え
た
。�

③
新
分
野
飲
料
台
頭
期�

　
1
9
8
0
年
代
に
入
り
、新
分
野
飲
料
と
呼

ば
れ
る
機
能
性
飲
料
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、ウ
ー

ロ
ン
茶
な
ど
が
相
次
い
で
発
売
さ
れ
、飲
料
市
場

の
多
様
化
が
進
ん
だ
。�

④
市
場
の
構
造
変
革
期�

　
１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
が
認

可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
家
庭
内
需
要
の
喚
起
、１

９
８
４
年（
昭
和
59
年
）の
自
販
機
稼
働
台
数
２

０
０
万
台
突
破
、新
分
野
飲
料
の
影
響
力
の
増

大
な
ど
が
要
因
と
な
り
、市
場
の
構
造
的
な
変

化
が
加
速
す
る
。�

⑤
第
二
次
成
長
期�

　
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
弁

当
の
普
及
に
よ
る
緑
茶
飲
料
の
急
成
長
に
牽
引

さ
れ
、市
場
は
「
第
二
次
成
長
期
」
に
入
る
。１
９

９
６
年（
平
成
8
年
）に
は
小
型
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

導
入
。
利
便
性
の
向
上
が
消
費
者
に
支
持
さ
れ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
飲
料
の
生
産
が
急
拡
大
し
た
。�

⑥
新
し
い
飲
料
文
化
の
芽
生
え�

　
１
９
９
０
年
代
後
半
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
急
成

長
に
加
え
、２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）以
降
は
緑

茶
飲
料
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
爆
発
的
な
伸

び
を
示
し
た
。
健
康
志
向
の
高
ま
り
も
あ
り
、今

ま
で
買
っ
て
飲
む
習
慣
の
な
か
っ
た
そ
の
よ
う
な

無
糖
系
飲
料
が
「
生
活
水
」
と
し
て
定
着
し
、新

し
い
飲
料
文
化
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。�

　�　
以
上
の
よ
う
な
清
涼
飲
料
の
成
長
を
総
生

産
量
で
見
る
と
、全
清
飲
創
立
当
時
の
34
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
、2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）の

1
7
2
0
万
9
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
へ
と
、実
に
50

倍
も
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。�

①炭酸飲料台頭期� ⑤第二次成長期� ⑥新しい飲料文化の芽生え�④市場の構造変革期�③新分野飲料台頭期�②第一次成長期�

清
涼
飲
料
50
年
の
足
跡�
清
涼
飲
料
50
年
の
足
跡�

―
飲
料
文
化
の
変
遷
と
清
涼
飲
料
市
場
の
拡
大
�

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004
0

50万�

100万�

150万�

200万�

0

500万�

1千万�

千500万�

2千万�
kl kl

250万�

300万�

350万�

炭酸飲料�

果実飲料�

ブレンド茶飲料�

コーヒー飲料�

ミネラルウォーター�

スポーツドリンク�

ウーロン茶飲料�

緑茶飲料�

紅茶飲料�

その他�
（機能性飲料等）�

合　計�

【清涼飲料品目別生産量の推移と飲料文化の変遷】�
1957年3月�
「コカ・コーラ」�
（東京飲料㈱）�
発売�

1962年12月�
「コカ・コーラ�
ボトラー、自販機�
の設置開始�

1995年1月�
阪神淡路大震災�

1999年12月�
2000年対応�
（Y2K)で�
ミネラルウォター�
などに特需�

1972年2月�
札幌オリンピック�

1974年�
オイルショックによる�
経済混乱で�
清涼飲料にも影響�
東京豊洲に�
セブンイレブン�
第一号店オープン�

1973年10月�
オイルショック�
11月　ポッカと�
自販機メーカーが、�
ホット＆コールド�
切り替え式�
自販機を共同開発�

1983年4月�
東京ディズニーランド�
開業�

1965年2月�
栄養ドリンク�
「オロナミンC」�
（大塚製薬㈱）�
発売� 1985年2月�

缶入り�
緑茶飲料�
（㈱伊藤園）�
発売�

1992年4月�
オレンジ果汁、�
輸入完全自由化�

1980年4月�
スポーツドリンク�
「ポカリスエット」�
（大塚製薬㈱）�
発売�

1981年2月�
ウーロン茶飲料�
（㈱伊藤園）発売�

1984年�
清涼飲料の自販機、�
200万台超える�

1977年10月�
ホット＆コールド�
併売式自販機�
開発�

1990年�
猛暑で、�
清涼飲料続伸、�
1,000万キロリットル�
の大台に�
（第二次成長期）�

2000年�
緑茶飲料�
52.8％増�

2004年�
記録的な猛暑で、�
7月は前年同月比�
20％を超える増加、�
過去最高の出荷量�
緑茶飲料2億箱、�
200万kl台へ�

2001年�
清涼飲料に占める�
PETボトル飲料、�
容量ベースで�
全体の5割を超える�

2002年�
機能性飲料、�
スポーツドリンク伸張�
PETボトルサイズの�
多様化進む�

2003年�
アミノ酸飲料市場が�
爆発的に伸びる�
特定保健用食品の�
緑茶飲料がヒット、�
ミネラルウォーター�
輸入25.6％増、�
国産は大型PET伸びる�

1987年4月�
国鉄民営化、�
JR発足�

1979年�
清涼飲料総生産量、�
500万キロリットル�
突破�
（第一次成長期）�

1978年5月�
成田空港開港�

1969年4月�
缶入りコーヒー飲料�
（UCC上島珈琲㈱）�
発売�

1964年10月�
東京オリンピック�

4月�
電電公社民営化、�
NTT発足�

�

10月�
缶入り炭酸飲料�
（コカコーラ社）�
発売�

1970年3月�
大阪万博大阪万博�
1970年3月�
大阪万博�

1996年4月�
小型PETボトルの�
導入�

1998年2月�
長野オリンピック�
「ニアウォーター」�
ブームに�

合計� 品目別�

【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�

1992年頃�
バブル景気の終焉�
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公
共
の
利
益
と
の
調
和
の
歩
み�
公
共
の
利
益
と
の
調
和
の
歩
み�

―
清
涼
飲
料
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た
全
清
飲
の
取
り
組
み
�

全
清
飲
50
年
の
歴
史
は
、公
共
の
利
益
と
調
和
の
と
れ
た
清
涼
飲
料
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の

歩
み
で
あ
る
。こ
と
に
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
1
9
9
5
年（
平
成
7
年
）以
降
の
10
年
間
は
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
の
低
迷
が
長
期
に
わ
た
る
中
、

消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
省
エ
ネ
、リ
サ
イ
ク
ル
、食
の
安
全
・
安
心
な
ど
の
課
題
に
対
し
、社
会
の
要
請
に
応
え
る
形
で
の
活
動
が
中
心
と
な
っ

て
き
た
。こ
の
10
年
間
の
活
動
を
紹
介
す
る
。�

����

　
わ
が
国
に
お
け
る
清
涼
飲
料
の
成
長

過
程
は
、一
方
で
は
、空
き
容
器
の
散
乱
対

策
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
、自
販
機

の
省
エ
ネ
・
転
倒
防
止
・
防
犯
と
い
っ
た
自

販
機
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、清
涼
飲
料
と

社
会
の
共
生
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の

歴
史
で
も
あ
る
。�

　
特
に
、
全
清
飲
創
立
40
周
年
の

1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）に
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
容
リ
法
）が
公
布
さ

れ
た
こ
と
は
、こ
の
10
年
間
の
全
清
飲
の

活
動
の
根
幹
に
か
か
わ
る
象
徴
的
な
出

来
事
と
い
え
る
。�

　
例
え
ば
、
容
器
包
装
の
ご
み
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
は
、1
9
7
2
年

（
昭
和
47
年
）頃
に
議
論
が
始
ま
っ
た
空

き
缶
な
ど
に
よ
る
散
乱
問
題
に
端
を
発

し
て
い
る
が
、全
清
飲
で
は
早
く
か
ら
環

境
美
化
に
寄
与
す
べ
く
、
使
用
済
み
容

器
の
散
乱
防
止
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
一
例
が（
社
）食
品
容
器
環
境
美
化

協
会（
食
環
協
）と
共
に
取
り
組
ん
で
き

た
、新
し
い
ま
ち
美
化
運
動
「
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
展
開
で
あ
る
。�

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
も
、1
9
9
6

年
（
平
成
８
年
）に
消
費
者
の
需
要
に

応
え
て
P
E
T
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
の

生
産
量
が
急
激
に
拡
大
す
る
と
、全
清

飲
は
、
P
E
T
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
協
議
会
（
推
進
協
議
会
）
と
の
連
携

の
も
と
で
、
P
E
T
ボ
ト
ル
の
「
リ
デ
ュ

ー
ス（
排
出
抑
制
）
」「
リ
ユ
ー
ス（
再
使

用
）
」「
リ
サ
イ
ク
ル（
再
利
用
）」の
3
Ｒ

の
推
進
を
柱
と
す
る
活
動
を
展
開
し
た
。�

　
こ
う
し
て
、
容
リ
法
の
も
と
で
市
町

村
分
別
収
集
が
推
進
力
と
な
り
、飲
料

容
器
の
回
収
も
順
調
に
進
展
。
特
に

P
E
T
ボ
ト
ル
で
は
、
欧
米
諸
国
が
20

〜
30
％（
推
定
）で
あ
る
の
に
対
し
、
実

に
62
・
3
％（
2
0
0
4
年
度
）と
い
う

世
界
最
高
水
準
の
回
収
率
を
キ
ー
プ
し

て
い
る
。�

��

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
と�

3
Ｒ
に
よ
る
環
境
対
応�

【社会・行政の動き】�
　年 月�

1995 6 容器包装リサイクル法公布�

1996 4 小型PETボトルの導入�

  7 自動販売機据付基準の改正�

1997 4 消費税5％に引き上げ�

  6 ナチュラルミネラルウォーターの国際規格（Codex）、�
  ヨーロッパ案（無殺菌・無除菌かつバルク輸送禁止）で決まる�

  6 環境アセスメント法�

  12 地球温暖化防止で京都議定書採択�

1999 7 清涼飲料がHACCP承認制度の対象品目となる�

  自販機犯罪増加、特に外国変造硬貨の不正使用が急増�

2000 4 容器包装リサイクル法完全施行�

 6 循環型社会形成推進基本法公布、環境関連5法など、�
  個別リサイクル法の制定�
 11 加工食品・果実飲料・炭酸飲料等品質表示基準の改正�

2001 3 栄養改善法による保健機能食品制度の創設、栄養機能食品が新規に加わる  �

 5 PETボトルのリサイクル手法にポリエステル原料化が認められ、ボトルtoボトルが可能に  �

 6 フロン回収破壊法公布、自販機のフロン回収義務化へ�

2002 6 エネルギー政策基本法 �

 12 自販機が、省エネ法による特定機器に指定される�

2003 5 食品安全基本法公布、関連食品衛生法及び健康増進法の改正法も公布�

 7 期限表示を「賞味期限」に統一することが告示�

2004�

2005 2 京都議定書発効�

 6 景観法施行�

【全清飲・清涼飲料業界の活動】�
　年 月�

1996  国際清涼飲料協議会（ISDC、現ICBA）設立、全清飲加入、NGOとしてCodexにも参加�

1997 4 容器包装リサイクル法によるPETボトル、ガラス容器の再商品化開始�

  エコベンダー設置広がる、同年度新規設置自販機は約70％がエコベンダー�

1998 7 自販機の適正廃棄マニュアル完成�

1999 1 自販機自主管理基準（ガイドライン）実施�

 12 食品容器環境美化協会による「アダプト・プログラム」の提案開始�

2000 12 全清飲、2001年4月施行の容器包装識別マーク表示に対応する�
  清涼飲料用ガイドライン策定�

2001 4 「指定PETボトル自主ガイドライン」を改訂・施行、着色ボトルの完全廃止へ�

 10 全清飲、「製品事故防止ガイドブック」発刊、東京・大阪・福岡でセミナーを開催し、�
  事故防止の啓発に努める�

2002  HACCP承認工場が続々と登場�

2003 2 自販機自主管理基準、大幅改正�

 9 指定外添加物をめぐる問題について、業界32団体名で要望書提出�

 11 山梨県のミネラルウォーター税課税提案に業界が反論、継続審議に�

2004 6 全清飲主催、中小企業初の新製品合同発表会開催�

 8 自販機関連業界で「自動販売機据付判定マニュアル」、�

  「同　改善の手引き」策定、全国で説明会を実施�

 10 自動販売機の所在地表示開始。福岡、大阪から全国へ�

 12 警視庁と連携し、「自販機犯罪通報システム」を都内で実施�

  スチール製広口ボトル缶が続々登場�

  内容量比率で、PETボトル飲料が60％を超える�

  PETボトル回収率が60％を超える�

2005 1 自販機の所在地表示、全国展開へ�

 6 自販機耐震化技術研究会発足�

  容器包装リサイクル法の見直しに関する要望書を提出�

 10 自販機の景観に対する自主基準策定�

【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�

自販機据付の業界基準となる�
「自動販売機据付マニュアル」発行�
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SD SPECIALSD SPECIAL

清
涼
飲
料
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
礎�

「
安
全
・
安
心
な
清
涼
飲
料
の
提
供
」�

����

　
自
販
機
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対

応
も
、全
清
飲
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

1
9
9
8
年（
平
成
10
年
）に
は
「
清
涼
飲
料
自

動
販
売
機
自
主
管
理
基
準（
自
販
機
自
主
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）」
を
制
定
。
業
界
と
し
て
自
販
機
問

題
の
具
体
的
な
解
決
に
向
け
て
本
格
的
な
取
り

組
み
を
開
始
し
た
。�

　
自
販
機
の
省
エ
ネ
対
策
も
、1
9
9
7
年（
平

成
9
年
）に
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
京
都
議

定
書
が
採
択
さ
れ
る
以
前
か
ら
、全
清
飲
を
は
じ

め
と
す
る
業
界
全
体
で
、ほ
か
の
業
界
に
比
べ
て
も

先
鋭
的
と
い
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。�

　
例
え
ば
、自
主
計
画
と
し
て
実
施
し
た
消
費
電

力
削
減
計
画
で
は
、1
9
9
1
年（
平
成
3
年
）か

ら
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）ま
で
の
10
年
間
で

33
％
の
電
力
低
減
を
実
現
。
2
0
0
2
年（
平
成

14
年
）に
は
自
販
機
が
省
エ
ネ
法
の「
特
定
機
器
」

に
追
加
指
定
さ
れ
、2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）に

2
0
0
0
年
比
30
％
の
さ
ら
な
る
低
減
が
義
務

付
け
ら
れ
た
が
、現
時
点（
2
0
0
5
年
9
月
現

在
）で
既
に
目
標
値
は
達
成
し
て
お
り
、こ
れ
に
よ

り
自
販
機
１
台
あ
た
り
15
年
間
で
50
％
以
上
の

消
費
電
力
低
減
を
実
現
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。�

　
ま
た
、昨
今
の
治
安
の
悪
化
か
ら
対
応
が
急
務

の
自
販
機
の
防
犯
対
策
で
は
、日
本
自
動
販
売

機
工
業
会
な
ら
び
に
警
視
庁
と
連
携
し
て
「
自

販
機
犯
罪
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、

2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）か
ら
東
京
都
内
で
テ

ス
ト
導
入
を
開
始
し
て
い
る
。�

　
さ
ら
に
、警
察
・
消
防
へ
の
緊
急
通
報
に
貢
献

す
る
「
自
販
機
の
住
居
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
」

は
、自
販
機
の
重
要
な
社
会
的
・
公
共
的
役
割
と

し
て
注
目
さ
れ
、高
い
評
価
も
得
て
い
る
。
全
清

飲
が
自
販
機
工
業
会
な
ら
び
に
日
本
自
動
販
売

協
会
と
連
携
し
て
、2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）

10
月
に
大
阪
で
開
始
、2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）

早
々
に
全
国
展
開
と
な
っ
た
。�

����

　
安
全
で
安
心
し
て
飲
用
で
き
る
清
涼
飲
料
を
消

費
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
、業
界
に
と
っ
て
最
も
基

本
的
な
使
命
で
あ
る
。�

　
全
清
飲
で
は
、食
品
衛
生
法
に
H
A
C
C
P
シ

ス
テ
ム
を
中
心
と
す
る
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程

承
認
制
度
が
規
定
さ
れ
、清
涼
飲
料
水
が
対
象
と

な
っ
た
こ
と
を
機
に
、H
A
C
C
P
講
習
会
を

2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）よ
り
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）よ
り
、清
涼
飲

料
水
関
連
中
小
企
業
に
対
す
る
事
故
防
止
講
習

会
を
全
国
各
地
で
開
催
し
、「
安
全
・
安
心
」へ
の
取

り
組
み
も
強
化
し
て
き
た
。�

　
安
心
・
安
全
と
い
う
点
で
は
、添
加
物
や
残
留
農

薬
の
問
題
な
ど
、世
界
最
大
の
食
糧
輸
入
国
で
あ

る
わ
が
国
の
立
場
を
明
確
に
し
て
、国
際
基
準
の
確

立
に
寄
与
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。そ
の
た
め
全
清

飲
で
は
、C
o
d
e
x（
国
際
食
品
規
格
委
員
会
）

や
I
C
B
A（
国
際
清
涼
飲
料
協
議
会
）で
の
情
報

交
換
に
努
め
、こ
と
に
I
C
B
A
で
は
、2
0
0
1

年（
平
成
13
年
）か
ら
２
年
間
事
務
局
を
務
め
、運

営
面
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。�

　
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に
食
品
衛
生
法
や

健
康
増
進
法
の
改
正
法
、2
0
0
3
年（
平
成
15

年
）に
、食
品
安
全
基
本
法
が
公
布
さ
れ
、健
康
や

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
消
費
者
の
意
識
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
。
全
清
飲
で
は
今
後
も
、会
員
企

業
は
も
と
よ
り
、消
費
者
、関
連
団
体
、自
治
体
、

関
係
省
庁
の
ご
協
力
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、業

界
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、「
安

心
・
安
全
な
清
涼
飲
料
の
提
供
」に
向
け
た
施
策

も
、積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。�

【特別寄稿】全清飲創立50周年に寄せて�

日
本
自
動
販
売
機
工
業
会
専
務
理
事
　
黒
崎
　
貴�

木村修一●きむら・しゅういち�
1929年生まれ。1961年東北大学大学院修了。ニューヨーク州立
大学医学部に留学。東北大学農学部教授、同農学部長、昭和
女子大学大学院教授を経て、現在、昭和女子大学大学院特任
教授。東北大学名誉教授。理化学研究所客員主管研究員。農
学博士。専攻、栄養学。�

　
自
販
機
は
、1
9
5
7
年（
昭
和
32
年
）に
登

場
し
て
以
来
、清
涼
飲
料
の
成
長
と
共
に
販
売

チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
き
、そ
の

利
便
性
が
消
費
者
か
ら
も
広
く
支
持
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）に
は
普
及

台
数
が
過
去
最
高
の
2
2
3
万
台
を
記
録
し
、

今
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
不
可
欠
の
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
一
方
で
、自
販
機
の
普
及
過
程
は
、「
省
エ

ネ
」「
フ
ロ
ン
ガ
ス
対
策
」「
転
倒
防
止
」「
防
犯
」

「
景
観
対
応
」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み
の
過
程
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
中
、日
本
自
動
販
売
機
工
業
会

（
J
V
M
A
）で
は
、こ
の
た
び
50
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
全
清
飲
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、中

央
省
庁
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
の
ご
指
導
ご

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
自
販
機
問
題
の
具
体

的
な
解
決
に
向
け
、
業
界
を
上
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
と
に
省
エ
ネ
対
策
や

代
替
フ
ロ
ン
問
題
で
は
、他
業
界
に
先
駆
け
た

先
鋭
的
な
取
り
組
み
を
自
主
的
に
実
施
し
、

目
覚
し
い
効
果
も
上
げ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
は
、景
気
の
長
期

に
わ
た
る
低
迷
で
社
会
の
治
安
が
悪
化
し
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、単
な
る
販
売
ツ
ー
ル
に
と
ど
ま

ら
な
い
自
販
機
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
警
察
・
消
防
へ
の
緊
急
通
報
に
貢
献
す
る
「
自

販
機
の
住
居
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
」
は
そ
の
代

表
例
で
、既
に
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
街
灯
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
で
は
、夜

間
に
自
販
機
が
道
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
こ
と

が
防
犯
に
役
立
ち
、町
の
安
全
性
の
確
保
に
寄
与

し
て
い
る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。�

　
自
販
機
自
体
の
安
全
な
運
用
と
い
う
こ
と
も
、

私
ど
も
業
界
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
社
会
的

責
務
で
す
。
J
V
M
A
で
は
、業
界
自
主
基
準

「
自
販
機
堅
牢
化
基
準
」
を
定
め
る
と
共
に
、全

清
飲
と
共
同
で
「
自
販
機
犯
罪
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
開
発
し
、警
視
庁
な
ら
び
に
愛
知
県
警
の
協

力
の
も
と
、フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
、自

販
機
犯
罪
撲
滅
に
も
務
め
て
い
ま
す
。�

　
転
倒
防
止
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
早
く
か
ら

安
全
な
据
付
け
に
関
す
る
自
主
基
準
を
定
め

て
お
り
、現
在
で
は
、地
震
に
対
す
る
社
会
不
安

の
高
ま
り
を
受
け
、据
付
け
に
関
す
る
業
界
自

主
基
準
を
さ
ら
に
見
直
す
べ
く
、研
究
会
を
発

足
し
て
新
た
な
基
準
策
定
に
向
け
た
本
格
的
な

取
り
組
み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
今
後
は
、省
エ
ネ
や
安
全
性
に
関
す
る
施
策
の

継
続
的
な
実
施
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、景
観
調
和

や
美
化
対
策
も
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
、地
域

に
根
差
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
い
か
に
価
値

を
向
上
さ
せ
て
い
く
か
が
、自
販
機
の
大
き
な
命

題
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。�

　
そ
の
た
め
に
も
、J
V
M
A
で
は
、全
清
飲
を

は
じ
め
と
す
る
関
連
業
界
団
体
と
の
連
携
を
さ

ら
に
密
に
し
、業
界
内
部
で
の
情
報
共
有
の
み
な

ら
ず
一
般
に
向
け
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信

に
一
層
努
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。�

日
本
自
動
販
売
機
工
業
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http
://w
w
w
.jvm
a.o
r.jp
/

自販機の住所表示ステッカーは、�
たいていこの位置に貼り付け�
られている。�

自
販
機
の
省
エ
ネ
対
策
、防
犯
対
策�

社
会
的
価
値
の
向
上�

【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�【50周年記念特集】飲料文化の創造と社会貢献への道すじ�



12　　Soft Drinks Review　vol.3 Soft Drinks Review　vol.3　　11

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
会
長
　
和
田
　
國
男�

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
比
較
的
歴
史
が
浅
い
容
器
で

す
が
、「
軽
く
て
割
れ
な
い
」「
透
明
で
中
身
が
見

え
る
」「
再
栓
性
が
あ
る
」
な
ど
の
利
便
性
が
消
費

者
に
支
持
さ
れ
、2
0
0
4
年
度（
平
成
16
年
）に

は
飲
料
容
器
全
体
の
60
・
2
％
を
占
め
ま
し
た
。�

　
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
飲
料
容
器

に
か
か
わ
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
、1
9
9
0
年

代
初
頭
か
ら
業
界
に
よ
る
本
格
的
な
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
、1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）に
は
、循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
貢
献
す
べ
く
、私
ど

も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会（
推
進

協
議
会
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
事
業
の
推

進
、啓
発
な
ら
び
に
研
究
・
調
査
な
ど
を
主
な
活
動

目
的
と
し
、全
清
飲
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
協
議
会
、日
本

果
汁
協
会
、日
本
醤
油
協
会
、酒
類
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
の
5
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
設
立
に
際
し
て
は
、当
時
の
通
商
産
業
省
、

農
林
水
産
省
、厚
生
省
お
よ
び
大
蔵
省（
国
税
庁
）

の
ご
支
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
が
再
資
源
化
法
に
基
づ
く
指
定
表
示
製
品

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
設
立
の
経
緯
か
ら
見
て
も
、公
共

の
利
益
と
調
和
の
と
れ
た
清
涼
飲
料
業
界
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、推
進
協
議
会
が
担
う
責

務
は
重
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
と
に
、全
清
飲
と
の
相
互
連
携
は
不
可
欠
で
、

こ
れ
ま
で
に
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
自
主
設
計
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
共
同
で
作
成
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
し

や
す
い
容
器
と
な
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、業
界
を

あ
げ
た
取
り
組
み
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。「
リ

デ
ュ
ー
ス（
排
出
抑
制
）」「
リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）」

「
リ
サ
イ
ク
ル（
再
利
用
）」の
３
Ｒ
の
推
進
に
お
い

て
も
、リ
デ
ュ
ー
ス
と
し
て
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
軽
量

化
に
力
を
注
ぎ
、未
確
認
量（
輸
出
・
埋
め
立
て
・

焼
却
な
ど
）の
低
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。�

　
推
進
協
議
会
の
こ
う
し
た
活
動
の
う
ち
、最

大
の
成
果
は
何
と
い
っ
て
も
、極
め
て
短
期
間
で

欧
米
を
抜
き
去
り
世
界
最
高
水
準
に
達
し
た
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
回
収
率
で
す
。
昨
年
度
に
は
、市

町
村
収
集
量
に
事
業
系
回
収
量
を
加
え
て
、実

に
62
・
3
％
。
前
年
度
の
61
・
0
％
か
ら
続
伸
し

ま
し
た
。�

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
は
業
界
の
努
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、消
費
者
、市
町
村
、関
係
省
庁
の
お
力

添
え
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
達
成
で
き
た
実

績
で
す
。
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）4
月
に
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に
も
適
用
さ
れ
た
現
行
の
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
非
常
に
よ
く
機
能
し
、市

民（
分
別
排
出
）、市
町
村（
分
別
収
集
）、事
業

者（
再
商
品
化
）と
い
う
３
者
の
役
割
分
担
に
よ

る
日
本
型
Ｅ
Ｐ
Ｒ（
拡
大
生
産
者
責
任
）が
成
果

を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。�

　
推
進
協
議
会
で
は
昨
年
、こ
う
し
た
成
果
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、2
0
1
4
年（
平
成
26

年
）度
の
回
収
率
80
％
以
上
と
い
う
高
い
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。リ
デ
ュ
ー
ス
と
し
て
の
軽
量
化

も
さ
ら
に
推
進
し
な
が
ら
、今
後
も
循
環
型
社

会
の
構
築
に
貢
献
す
べ
く
、多
彩
な
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。�

P
E
T
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ�

http
://w
w
w
.p
etb
o
ttle-rec.g

r.jp
/

社
団
法
人  

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
専
務
理
事
　
川
上
　
博
志�

SD SPECIALSD SPECIAL

【特別寄稿】全清飲創立50周年に寄せて�【特別寄稿】全清飲創立50周年に寄せて�

　
私
ど
も（
社
）食
品
容
器
環
境
美
化
協
会（
食

環
協
）は
、使
用
済
み
容
器
の
散
乱
対
策
を
目
的

と
し
、1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
）に
飲
料
メ
ー
カ

ー
の
団
体
が
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来

30
数
年
、「
ポ
イ
捨
て
防
止
、ま
ち
美
化
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
、現
在
は
全

清
飲
、全
国
ト
マ
ト
工
業
会
、日
本
果
汁
協
会
、日

本
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
協
会
、日
本
コ
カ･

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ

ー
ズ
協
会
、ビ
ー
ル
酒
造
組
合
の
6
団
体
で
構
成

さ
れ
る
公
益
法
人
と
し
て
、環
境
美
化
の
た
め
の

多
様
な
啓
発
・
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
地
域
に
密
着
し
た
環
境
美
化
活
動
を
行
う
た

め
に
、全
国
に
あ
る
食
環
協
の
会
員
企
業
の
拠
点

を
つ
な
ぐ
「
地
方
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、各
自
治
体
に
設
け
ら
れ
た
「
ご
み
減
量
化
・

環
境
美
化
推
進
協
議
会
」
な
ど
と
の
連
携
も
図
っ

て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）9
月
現

在
で
、東
京
都
と
沖
縄
県
を
除
く
45
道
府
県
で

42
の
地
方
連
絡
会
議
が
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
食
環
協
の
活
動
の
柱
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ

り
、ひ
と
つ
は
1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）に
新
し

い「
ま
ち
美
化
手
法
」
と
し
て
提
案
し
、展
開
し

て
い
る
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」
と

い
う
身
近
な
活
動
が
、ま
ち
へ
の
愛
着
を
芽
生
え

さ
せ
、地
域
社
会
の
再
構
築
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
で
注
目
さ
れ
、本
年
6
月
現
在
、全
国
約

2
4
0
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、一
定
区
画
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
養
子
に

見
立
て
、養
子
縁
組（
ア
ダ
プ
ト
）に
よ
っ
て
里
親

と
な
っ
た
地
元
の
市
民
や
企
業･

団
体
が
清
掃
美

化
を
行
い
、そ
れ
を
行
政
が
支
援
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。
食
環
協
は
、全
国
各
地
の
導
入
の

実
態
や
成
果
を
毎
年
定
期
的
に
調
査
し
、情
報

集
約
し
て
各
自
治
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と

い
う
情
報
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。�

　
も
う
ひ
と
つ
の
活
動
の
柱
は
、次
代
を
担
う
子

供
た
ち
へ
の
環
境
教
育
支
援
で
す
。「
環
境
美
化

教
育
優
良
校
の
表
彰
」
と
「
総
合
学
習
の
た
め
の

先
生
向
け
・
生
徒
向
け
の
学
習
ガ
イ
ド
な
ど
の
資

料
提
供
」
を
両
輪
と
し
て
お
り
、食
環
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
学
習
サ
イ
ト
「
ま
ち
美
化
キ
ッ
ズ
」
を

立
ち
上
げ
た
の
も
そ
の
一
環
で
す
。�

　
そ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て
は
、消
費
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
食
環
協
で
作
成
し
た
統
一
美
化
マ

ー
ク（
マ
ー
ク
自
体
の
認
知
度
の
高
さ
に
比
し
て
、

食
環
協
の
存
在
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
）の
も
と
、全
国
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、全
清

飲
に
も
積
極
的
に
協
賛
・
参
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
散
乱
防
止
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
イ
ベ
ン
ト
、ポ

ス
タ
ー
掲
出
、電
車
の
中
吊
り
、バ
ス
車
体
ラ
ッ
ピ

ン
グ
広
告
、道
路
脇
の
立
て
看
板
な
ど
）が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。�

　
環
境
美
化
と
い
う
重
要
な
課
題
は
、市
民
と
企

業
・
団
体
と
行
政
の
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
な

い
と
な
か
な
か
実
効
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。食
環
協
で

は
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
お
け
る
接
点
の
役
割
を

担
う
中
立
性
の
高
い
公
益
法
人
と
し
て
、そ
し
て
、

飲
料
業
界
を
代
表
し
て
散
乱
問
題
に
取
り
組
む
窓

口
と
し
て
、今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
多
様
な
活

動
を
展
開
し
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。�

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http
://w
w
w
.kankyo

b
ika.o

r.jp
/

2005年NEW環境展のようす。こうしたイベントに参加し、�
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存
在
存
在
が
日
常
化
し

日
常
化
し
て
い
る
か
ら�

作
中
作
中
に
も
登
場

も
登
場
す
る
缶
コ
ー
ヒ
ー�

存
在
が
日
常
化
し
て
い
る
か
ら�

作
中
に
も
登
場
す
る
缶
コ
ー
ヒ
ー�

東
京
東
京
に
出
た
の
は
、閉
じ
こ
も
っ
て�

書
い
て
み
た
か
っ
た
か
ら�

東
京
に
出
た
の
は
、閉
じ
こ
も
っ
て�

書
い
て
み
た
か
っ
た
か
ら�

機
会
機
会
が
あ
れ
ば
書
い
て
み
た
い�

コ
ン
ビ
ニ
で
垣
間
見

垣
間
見
た
人
間
模
様

人
間
模
様�

機
会
が
あ
れ
ば
書
い
て
み
た
い�

コ
ン
ビ
ニ
で
垣
間
見
た
人
間
模
様�

缶
コ
ー
ヒ
ー
、煙
草
、ガ
ム
は
、小
説
執
筆
時
に
絶
対
欠
か
せ
な
い
必
需
品
。缶
コ
ー
ヒ
ー
の
銘
柄
は
い
つ
も
、こ
だ
わ
り
の
ブ
ラ
ッ
ク
。締
め
切

り
が
迫
っ
て
く
る
と
、こ
れ
に
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
乳
酸
飲
料
が
加
わ
る
。大
学
卒
業
後
、コ
ン
ビ
ニ
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
創
作
に
専

念
す
る
日
々
を
送
り
、本
年
夏
、芥
川
賞
受
賞
。ア
ル
バ
イ
ト
時
代
は
奇
し
く
も
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
発
注
担
当
。宿
命
的
と
も
い
え
る
清
涼

飲
料
と
の
か
か
わ
り
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。�

ブ
ラ
ッ
ク
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
生
ん
だ
�

芥
川
賞
受
賞
作
「
土
の
中
の
子
供
」
�

ブ
ラ
ッ
ク
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
生
ん
だ
�

芥
川
賞
受
賞
作
「
土
の
中
の
子
供
」
�

清・飲・人�清・飲・人�

1977年、愛知県東海市出身。2000年
3月、福島大学行政社会学部応用社
会学科卒業。就職活動は一切せず、
大学卒業後は東京・池袋のコンビニ店
でアルバイトをしながら小説の執筆に
専念。書き上げた「銃」で、2002年に
第34回新潮新人賞受賞、翌03年1月
には第128回芥川賞候補に。同年7月
2作目の「遮光」が第129回芥川賞候
補。05年、3度目の候補作「土の中の
子供」で第133回芥川賞受賞。著書
に『銃』『遮光』『悪意の手記』（いず
れも新潮社）がある。�

中村文則●なかむら・ふみのり�

芥川賞受賞作家�

中村 文則さん�

INTERVIEWINTERVIEW
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書
い
て
い
る
と
き
に
は
、と
に
か
く
缶
コ
ー
ヒ
ー
が

手
放
せ
ま
せ
ん
。そ
れ
と
、煙
草
と
ガ
ム
。こ
の
３
つ

は
も
う
必
需
品
で
す
ね
。�

　
飲
む
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
銘
柄
は
決
ま
っ
て
い
て
、ブ
ラ

ッ
ク
な
ん
で
す
け
ど
、な
か
な
か
自
販
機
で
売
っ
て

な
く
て
。コ
ン
ビ
ニ
ま
で
行
っ
て
買
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。�

　
そ
れ
が
面
倒
な
と
き
は
、ほ
か
の
銘
柄
に
浮
気

す
る
ん
で
す
が
、や
っ
ぱ
り
甘
く
て
ダ
メ
で
す
ね
、僕

に
は
。
昔
か
ら
飲
ん
で
い
る
い
つ
も
の
で
な
い
と
満

足
で
き
な
い
。ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
も
、お
い
し
い
ブ
ラ

ッ
ク
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
ん

で
す
け
ど
。�

　
も
と
も
と
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
、１
日
１
回
は
必

ず
飲
み
ま
す
し
、コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
い
喫
茶
店
に

出
向
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら

散
歩
が
大
好
き
で
、大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、缶
コ

ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
歩
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。愛
知
に
戻
っ
て
い
る
今
で
も
そ
う

で
す
。�

　
僕
の
作
品
の
中
に
缶
コ
ー
ヒ
ー
と
煙
草
が
当
然

の
よ
う
に
出
て
く
る
の
も
、存
在
が
日
常
化
し
て

い
る
か
ら
な
ん
で
す
ね
。だ
か
ら
、新
聞
の
記
者
さ

ん
な
ん
か
と
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
き
も
、駅
前
と

か
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
立

っ
て
い
る
と
、「
そ
の
ま
ん
ま
で
す
ね
」っ
て
よ
く
言

わ
れ
ま
す（
笑
）。�

　
た
だ
、芥
川
賞
を
い
た
だ
い
た「
土
の
中
の
子
供
」

で
、主
人
公
が
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
落
下

さ
せ
る
場
面
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、あ
れ
は
自
分
の

中
の
純
然
た
る
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
の
話
で
、実
際
に

そ
ん
な
危
な
い
こ
と
を
や
っ
た
経
験
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、念
の
た
め
。�

����

　
作
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
大
学
４
年
の
と

き
で
す
。日
記
の
よ
う
に
書
き
た
め
て
あ
っ
た
も
の

が
あ
り
、そ
れ
を
小
説
の
形
に
ま
と
め
た
ら
ど
う

か
な
と
思
っ
て
、書
き
始
め
た
ん
で
す
。そ
し
た
ら
、

「
あ
、こ
れ
だ
」
と
い
う
手
応
え
が
あ
っ
て
。で
、ア
ル

バ
イ
ト
し
な
が
ら
小
説
書
こ
う
と
思
い
、就
職
活
動

は
一
切
し
な
い
で
、卒
業
と
同
時
に
東
京
に
出
て
、池

袋
近
辺
を
生
活

の
拠
点
に
し
ま
し

た
。
部
屋
代
が
安

い
と
聞
い
た
か
ら

で
す
。�

　
愛
知
に
戻
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
東
京

に
出
た
の
は
、友

達
の
い
な
い
環
境

で
、閉
じ
こ
も
っ
て
小
説
を
書
い
て
み
た
か
っ
た
か
ら

で
す
ね
。
何
か
僕
の
中
で
、東
京
で
閉
じ
こ
も
っ
て

小
説
書
く
、み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て（
笑
）。�

　
ア
ル
バ
イ
ト
は
コ
ン
ビ
ニ
で
す
。
お
カ
ネ
よ
り
も

執
筆
の
時
間
が
大
事
っ
て
感
じ
の
生
活
で
、週
４

日
、朝
９
時
か
ら
夕
方
の
５
時
ま
で
。
主
に
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
の
発
注
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。�

　
で
、思
い
ま
し
た
け
ど
、ド
リ
ン
ク
の
新
作
っ
て
、

Ｃ
Ｍ
の
有
無
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、売
れ
る
か
ど
う
か

が
ほ
ぼ
決
ま
る
ん
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
の
種
類
か

ら
客
が
品
物
を
選
ぶ
時
間
は
せ
い
ぜ
い
数
秒
。み

ん
な
、パ
ッ
と
選
ん
で
買
う
。要
す
る
に
、コ
ン
ビ
ニ
で

買
う
ド
リ
ン
ク
っ
て
、今
は
も
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。�

����

　
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、い
ろ
ん
な
人
間
模
様
を
見
て
き

ま
し
た
。
僕
が
書
く
の
は
純
文
学
で
す
け
ど
、機

会
が
あ
れ
ば
、そ
う
い
っ
た
人
間
模
様
も
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
ね
。�

　
で
も
、よ
く
コ
ン
ビ
ニ
や
自
販
機
に
つ
い
て
、24
時

間
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が
若
者
の
非
行
を
助
長
し

て
い
る
と
い
う
意
見
を
耳
に
し
ま
す
け
ど
、こ
れ
は

変
な
話
だ
と
思
い
ま
す
ね
。�

　
明
る
い
と
こ
ろ
っ
て
結
局
、夜
間
の
居
場
所
な
ん

で
す
よ
。い
い
意
味
で
、明
る
い
か
ら
人
が
寄
り
集

ま
っ
て
く
る
ん
で
す
。
仮
に
コ
ン
ビ
ニ
や
自
販
機
が

な
く
な
っ
て
も
、人
の
流
れ
が
別
の
明
る
い
場
所
に

移
っ
て
い
く
だ
け
で
、本
質
的
に
は
何
も
変
わ
ら
な

い
。
真
の
原
因
は
、も
っ
と
内
的
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
か
ら
。そ
れ
に
、コ
ン
ビ
ニ
や
自
販
機
は

今
や
生
活
に
不
可
欠
の
存
在
で
す
。な
く
し
た
ら

ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。�

　
そ
れ
に
し
て
も
、愛
知
に
戻
っ
て
本
腰
を
入
れ
て

小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
当
初
は
、散
歩
し
て

い
て
、よ
く
変
な
目
で
見
ら
れ
ま
し
た
よ
。い
い
若
い

も
ん
が
平
日
の
真
昼
間
か
ら
煙
草
を
吸
い
な
が
ら

缶
コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
わ
け
だ

か
ら
、ど
う
見
て
も
、不
審
人
物（
笑
）。�

　
こ
ん
な
ふ
う
に
多
少
で
も
顔
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、あ
り
が
た
い
で
す
。
心
置
き
な
く
散
歩

も
で
き
ま
す
か
ら
ね
。も
ち
ろ
ん
、ブ
ラ
ッ
ク
の
缶
コ

ー
ヒ
ー
と
煙
草
を
持
っ
て
。�

愛飲の缶コーヒーの銘柄は決まっている。�
だがなかなか自販機にないのが難点と笑う中村氏。�
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高
効
率
ガ
ス
・
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
探
訪
�

都
市
都
市
ガ
ス
の
コ
ジ
ェ
ネ
で
省
エ
ネ
を
実
現
実
現
�

CO2
の
排
出
量

排
出
量
で
約
９
％
カ
ッ
ト
�

軽
量
軽
量
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
環
境
負
荷
を

環
境
負
荷
を
大
幅
大
幅
に
低
減
低
減
�

清涼飲料の生産現場では、先進的な省エネへの取り組み
例が多く見られる。その代表的なものが「コジェネ」だ。今
回は、他業種でもあまり類を見ないという高効率のガスタ
ービン・コジェネレーション・システムを導入し、二酸化炭
素の排出を抑えるとともに、軽量ＰＥＴボトルの開発・導入
でも環境負荷を軽減している生産施設を訪ねた。�

送
電
損
失
を
減
ら
す
と
と
も
に
�

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
採
用
�

高効率ガス・コジェネレーション・システム探訪�

ガスタービン・コジェネレーション・システムは、�
消費エネルギー、環境負荷、製造コストの３つすべてを削減するメリットがある�

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ（
株
） 
湘
南
工
場
�

INNOVATIONINNOVATION

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
換
算
し
た
清
涼
飲
料
業
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、96
・
5
万
ト
ン（
2
0
0
4

年
度
）と
推
計
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
産
業
界
全
体（
経

団
連
に
加
盟
す
る
35
業
種
）の
0
・
8
％
に
過
ぎ
な
い

が
、前
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、全
国
清
涼
飲
料
工

業
会
で
は
、環
境
負
荷
低
減
と
い
う
観
点
か
ら
、さ
ら

な
る
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。
2
0
1
0
年（
平
成

22
年
）
ま
で
に
、二
酸
化
炭
素
排
出
原
単
位
を

1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）比
で
6
％
削
減
す
る
の

が
目
標
だ
。�

　
こ
う
し
た
業
界
の
環
境
対
策
お
よ
び
省
エ
ネ
の
有

効
な
手
段
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
。
生
産
施
設
内
で
自
前
の

発
電
を
行
え
ば
、送
電
に
伴
う
電
力
損
失
を
大
幅

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
さ
れ
る
都
市
ガ
ス
を
燃
料
に
す
れ
ば
、重

油
や
軽
油
、灯
油
を
燃
や
す
よ
り
も
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
減
ら
せ
る
と
い
う
。�

　
さ
て
、今
回
訪
ね
た
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
湘
南
工
場

で
は
、都
市
ガ
ス
に
よ
る
高
効
率
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
を
昨
年
10
月
か
ら
本
格
稼

動
さ
せ
、大
幅
な
省
エ
ネ
と
コ
ス
ト
削
減

を
実
現
し
て
い
る
。�

「
電
力
会
社
か
ら
送
電
さ
れ
る
購
入
電

力
で
は
、結
果
的
に
燃
料
が
持
っ
て
い
た
20

〜
30
％
程
度
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
し
か
利
用

で
き
ま
せ
ん
。一
方
、当
社
が
採
用
し
た
高

効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
コ
ジ
ェ
ネ
で
は
、

都
市
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
75
〜
80
％
程
度

を
引
き
出
せ
ま
す
。
結
局
、優
れ
た
設
備

を
導
入
で
き
る
の
な
ら
、自
家
熱
源
を
持

っ
た
ほ
う
が
省
エ
ネ
を
進
め
や
す
い
し
、現

在
の
よ
う
に
原
油
が
高
騰
す
る
局
面
で

は
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」�

　
同
工
場
の
中
山
俊
一・
環
境
整
備
室
長
兼
製
造
担

当
部
長
は
、高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
、こ
の
よ
う
に

話
す
。
現
在
、工
場
内
で
消
費
す
る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

う
ち
、5
割
弱
の
電
力
お
よ
び
約
25
％
の
蒸
気
を
同

シ
ス
テ
ム
か
ら
得
て
い
る
。�

�

キリンビバレッジ（株）湘南工場�
環境整備室長 兼 製造担当部長　中山俊一氏�
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　キリンビバレッジ（株）は、PETボトルの軽量化と自社成型に
取り組んできた。「成型済みPETボトルを購入するのは、トラッ
クで空気を運んでいるようなもの」（同社ロジスティック本部
技術部長・浜川裕明氏）との考えから、湘南工場において
2000年（平成12年）から稼動を開始したPETボトル成型工
程を含む製造ラインで、成型前の原型であり、小さくて軽量な「プ
リファーム」を購入し、成型するようにした。これにより、輸送時
の燃料消費および二酸化炭素排出量の大幅な削減を実現した。�
　さらに「ペコロジーボトル」と名付けた超軽量の2RPETボ
トルも2003年（平成15年）に開発。従来品に比べてボトル重
量を約20ｇ軽量化したこの容器を、2005年（平成17年）か
ら同社主力のお茶飲料に拡大採用している。今後、ほかの飲料
でも2RPETボトルにこのボトルをさらに拡大していく予定だ。�

「薄くなった分だけ、それを補う工夫が必要でした。キャップを空けたときに中身が飛び出
さないよう、手でつかむ部分の厚みを増したり、商品を重ねる輸送時や陳列時に縦方向の
荷重に耐えられるよう、形状の加工にも気をつかいました」�
　浜川氏がこう話すように、ペコロジーボトルは従来品より30％も容器全体の厚みが薄
い。それが廃棄時のメリットにもなる。潰すのが容易なので、消費者にリサイクルを促す
効果も見込める。�
　近年の製造業では、原料の採掘から製造、輸送、販売、リサイクル、
最終処分までの環境負荷をトータルに評価する「LCA／ライフサイ
クルアセスメント」という考え方が重視されており、この超軽量ペッ
トボトルでは、それらの各過程で環境負荷のより小さいものとなって
いる。現在、同社の2RPETボトル１本当りでは、CO2排出量換算で
従来品に比べ70gの削減、エネル
ギー換算では1.1MJ（メガジュール）
の削減に至っているという。�

右・ペコロジーボトル（右）とその成型
前のプリフォーム�

左・ペコロジーボトルは、薄いので女性
や子どもでも簡単につぶせる�

高効率ガス・コジェネレーション・システム探訪�
INNOVATIONINNOVATION

二
酸
化
炭
素
排
出
原
単
位
で
8
・
7
％
�

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
で
8
％
の
改
善
�

　
コ
ジ
ェ
ネ
導
入
の
結
果
、同
工
場
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
単
位（
原
油
換
算
）を
年
間
8
％
、二
酸
化
炭
素

排
出
原
単
位
を
同
8
・
7
％
改
善
さ
せ
た
と
い
う
。�

　
こ
こ
で
い
う
「
原
単
位
」
と
は
、生
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
示
す
指
標
の
よ
う
な
も
の
。つ
ま
り
、同
工

場
で
は
従
来
、1
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
製
品
を
生
産
す

る
の
に
1
0
0
と
い
う
単
位
の
原
油
を
要
し
て
い
た

の
が
、現
在
で
は
92
単
位
の
原
油
で
製
造
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
様
に
、従
来
と
同

じ
量
の
製
品
を
生
産
す
る
際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出（
換
算
）量
が
、8
・
7
％
減
っ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。�

「
8
％
台
と
い
う
原
単
位
の
削
減
は
、そ
う
そ

う
簡
単
に
実
現
で
き
る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」�

　
以
前
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
対
策
と
省
エ

ネ
に
取
り
組
ん
で
き
た
苦
労
の
た
め
だ
ろ
う
か
、

そ
う
話
す
中
山
氏
の
言
葉
に
は
強
い
実
感
が

こ
も
っ
て
い
る
。
確
か
に
10
％
近
く
も
の
効
率
ア

ッ
プ
は
、現
代
の
製
造
業
で
は
驚
異
的
な
数
値

と
言
え
る
。
ま
た
、キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
湘
南
工

場
は
、年
間
3
千
万
ケ
ー
ス
、量
に
し
て
34
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
生
産
す
る
国
内
最
大
級
の
施

設
で
あ
る
た
め
、同
社
だ
け
で
な
く
、業
界
全

体
に
与
え
る
好
影
響
も
小
さ
く
な
い
。�

　
と
こ
ろ
で
、同
社
が
採
用
し
た
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
長
は
「
熱
電
可

変
型
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る（
図
参
照
）。�

「
発
電
時
に
タ
ー
ビ
ン
で
発
生
す
る
排
熱
を
蒸
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
、電
力
が

足
り
な
い
と
き
に
は
、そ
の
蒸
気
の
一
部
を
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
燃
焼
部
に
注
入
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
電
力
増

強
が
可
能
に
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。つ
ま
り
、基
礎
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
よ
い
だ
け
で
な
く
、電
力
と
蒸

気
の
需
要
に
応
じ
て
、供
給
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

を
あ
る
程
度
変
更
で
き
る
と
い
う
点
で
も
効
率
的
な

わ
け
で
す
」�

　
中
山
氏
に
よ
る
と
、同
様
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
例

は
日
本
で
も
ま
だ
少
な
く
、他
業
種
で
も
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
高
効
率
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
約
3
億

円
強
の
導
入
費
用
に
対
し
、約
1
億
円
を
独
立
行

政
法
人
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
補
助
で
ま
か
な
っ
た
。�

「
非
常
に
大
き
な
投
資
額
で
す
が
、企
業
が
環
境
対

策
に
力
を
入
れ
て
当
然
の
時
代
。
茶
か
す
や
コ
ー
ヒ

ー
か
す
の
再
資
源
化
な
ど
清
飲
業
界
は
い
ろ
ん
な
問

題
を
克
服
し
て
き
て
い
ま
す
が
、最
後
に
残
る
の
が

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
減

ら
せ
て
、省
エ
ネ
も
で
き
、さ
ら
に
は
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
か
ら
、コ
ジ
ェ
ネ
は
一
石
三
鳥

の
環
境
対
策
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」�

　
こ
う
語
る
中
山
氏
は
、そ
の
肩
書
き
に
あ
る
よ
う

に
、環
境
整
備
と
製
造
管
理
の
現
場
責
任
者
を
兼

任
し
て
い
る
。
環
境
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、そ
し

て
製
造
工
程
を
総
合
的
な
視
点
か
ら
プ
ラ
ン
で
き
る

立
場
に
あ
る
の
で
、「
そ
の
点
で
は
導
入
に
取
り
組
み

や
す
か
っ
た
」
と
話
す
。�

　
ま
た
、同
社
が
成
功
し
た
軽
量
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

開
発
も
、工
場
内
に
自
前
の
充
填
ラ
イ
ン
に
直
結
し

た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
成
型
設
備
を
備
え
、常
温
充
填
方

式
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
側
面
が

あ
る
。
単
な
る
環
境
対
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
、こ
う

し
た
総
合
的
な
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
、結
果
的
に

業
界
の
環
境
負
荷
軽
減
を
大
き
く
推
進
さ
せ
る
の

だ
ろ
う
。�

�

このコジェネレーション設備内で、ジェットエンジンのよ�
うなタービンが回っており、そこからの電力と排熱（蒸気）�
を生産に利用している。エネルギー効率の高さが、最大�
の特長だ�

湘南工場では、2003年からノンフロン型の冷凍機も導入。中山氏によれば「小型�
の冷凍機を多列・並列運転したほうが全体のエネルギー効率はよくなる」とのこと�

超軽量PETボトルを開発�
生産・輸送・廃棄の全過程で環境負荷が“軽く”なる！�

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ（
株
）ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
本
部
技
術
部
長
　
執
行
役
員
　
浜
川
裕
明
氏�

②吸気冷却装置�

①燃料用都市ガス�

燃焼用空気�

電気�

製造工程�
に利用�

発電機�

④排熱ボイラー�
蒸気�

熱電可変型ガスタービン・コジェネレーション・システムの概要�

気温が上昇すると燃焼用の空気の
密度が下がり、タービンの出力を下
げるため、冷水を使用して、燃焼用
空気を冷却することで、ガスタービン
の出力を安定させる装置。�

ガスタービンから排出される熱を、
蒸気に変えて取り出し、製造
工程に利用する。�

⑤蒸気の一部�
排熱ボイラーで作られた蒸気の一部をガスタービン
燃焼部に注入することで、電気出力の増強を図るこ
とができる。蒸気を利用しない場合の発電量は2千kW、
蒸気を利用することで最高出力は2,500kWになる。
ただ、2千kW発電時に比べ、総合的なエネルギー
効率は低下するため、通常は2千kWの出力で稼働
している。この排熱を利用して、発電量を変えること
から「熱電可変型」と呼ばれる。�

③ガスタービン�
燃料ガスを燃焼してガス
タービンを回転させ、発
電機を駆動する。一般
的な発電設備では、ター
ビンを回転させたときの
熱エネルギーはそのまま
排出されていたが、コジ
ェネレーションシステム
では、蒸気の形で取り出
してエネルギー効果を
高めている。�

ガスタービンを回す燃料源とし
て都市ガスを使用している。都
市ガスの原料である天然ガスは、
灯油や重油よりもCO2の排出
量が少なく、コストも低く抑えら
れる。�
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自
販
機
耐
震
化
技
術
研
究
会�

新
業
界
標
準
の
策
定
に
向
け
始
動�

「
自
販
機
犯
罪�

通
報
シ
ス
テ
ム
」�

愛
知
県
で
も
導
入
開
始�

「
果
実
飲
料
並
び
に
炭
酸
飲
料
の
日
本
農
林
規
格
・
品
質
表
示
基
準
」
の
改
正
�

お
よ
び
「
J
A
S
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
係
る
説
明
会
を
開
催
�

　
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
と
日
本
自
動
販

売
機
工
業
会
は
、愛
知
県
警
と
共
同
で
、自

販
機
犯
罪
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
8
月
1

日
か
ら
開
始
し
た
。�

　
自
販
機
犯
罪
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、自
販
機

に
「
こ
じ
あ
け
」
な
ど
の
無
理
な
負
荷
が
か
か

る
と
、瞬
時
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
情
報

が
伝
達
さ
れ
、専
用
回
線
で
即
座
に
最
寄
り

の
警
察
署
に
通
報
さ
れ
る
仕
組
み
。
す
で
に
、

東
京
都
内
で
は
昨
年
12
月
か
ら
導
入
さ
れ
て

い
る
。�

　
愛
知
県
で
は
、「
自
販
機
ね
ら
い
」
の
発
生

件
数
が
ほ
か
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
突
出
し

て
多
く
、2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）の
発
生

件
数
1
万
7
9
6
7
件
と
、こ
こ
数
年
全
国

ワ
ー
ス
ト
記
録
を
続
け
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、愛
知
県
警
で
も
「
自
販
機
ね
ら
い
」

を
含
む
街
頭
犯
罪
の
抑
止
を
は
じ
め
、増
加

す
る
刑
事
犯
罪
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、昨

年
か
ら
3
年
計
画
の
治
安
回
復
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
県
警
の
意
向
を
背
景
に
、全
清

飲
、自
販
機
工
業
会
は
協
力
し
、同
県
内
で

も
新
た
に
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、自
販

機
犯
罪
の
摘
発
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。�

10
月
は
自
販
機
月
間
�

　
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
と
、日
本
自
動
販

売
機
工
業
会
、日
本
自
動
販
売
協
会
、日
本

自
動
販
売
機
保
安
整
備
協
会
の
自
動
販
売

機
業
界
4
団
体
で
は
、毎
年
10
月
を
「
自
販

機
月
間
」
と
定
め
、業
界
内
外
へ
の
情
報
発

信
、業
界
関
係
者
の
啓
発
活
動
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。�

　
今
年
度
の「
自
販
機
月
間
」
の
テ
ー
マ
に
は
、

従
前
か
ら
の「
環
境
問
題
へ
の
対
応
」「
据
付
安

全
の
確
保
」「
防
犯
対
策
」「
景
観
調
和
対
策
」

に
加
え
、「
社
会
貢
献
」が
掲
げ
ら
れ
、ポ
ス
タ
ー

の
作
成
・
配
布
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、自
販
機
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
の
募
集
が
実
施
さ
れ
る
。�

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、自
販
機
業
界
が
直
面
す
る
課

題
を
業
界
関
係
各
社
の
自
販
機
部
門
、環
境
・

広
報
・
営
業
部
門
な
ど
の
方
々
に
再
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、東
京
、

大
阪
、札
幌
、福
岡
の
4
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
。�

　
自
販
機
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、全
国
清

涼
飲
料
工
業
会
、日
本
自
動
販
売
機
工
業

会
、日
本
自
動
販
売
協
会
、日
本
自
動
販
売

機
保
安
整
備
協
会
に
よ
り
本
年
6
月
に
発

足
し
た
「
自
販
機
耐
震
化
技
術
研
究
会
」
に

お
い
て
、研
究
の
目
的
と
優
先
さ
れ
る
項
目

が
ま
と
め
ら
れ
た
。�

■
研
究
目
的�

①
現
行
の
据
付
け
状
況
把
握
と
評
価�

②
既
存
の
据
付
け
に
対
す
る
理
論
構
築�

③
将
来
的
耐
震
技
術
基
準
の
研
究�

■
研
究
項
目�

①
自
販
機
特
性
と
耐
震
理
論
の
確
認�

②
自
販
機
据
付
け
実
態
の
把
握
と
類
型
化�

　
特
定
エ
リ
ア
で
自
販
機
据
付
け
状
況
に
基

づ
き
、全
清
飲
の「
自
販
機
据
付
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

事
例
の
中
か
ら
代
表
的
な
事
例
を
中
心
に
据

付
け
状
況
を
類
型
化
す
る
。�

③
耐
震
加
振
実
験�

④
既
存
自
販
機
に
お
け
る
転
倒
防
止
強
化

　
策
の
検
討�

　
加
振
な
ど
に
よ
る
実
験
を
踏
ま
え
て
、据
付

け
状
況
別
の
転
倒
防
止
強
化
策
を
研
究
す
る�

⑤
既
存
自
販
機
に
お
け
る
新
業
界
標
準
の

策
定
へ
向
け
て
の
研
究�

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
を
通
じ
、自
販
機
工

業
会
で
作
成
さ
れ
て
い
る
「
新
自
販
機
据
付

基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会

の
A
B
C
D
評
価
を
包
括
し
た
、新
業
界
標

準
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。�

●イベント�
★日本清涼飲料研究会「第15回総会及び研究発
表会」開催�
　日本清涼飲料研究会の「第15回総会・研究発表会」が開催され
る。昨年は清涼飲料に関する研究者、技術者など515名が参加、
情報交換や意見交換の場となった。本年は、基調講演に「食品
安全のこれから　内閣府食品安全委員会 事務局次長　一色賢
司」、「食生活を豊かにする甘味料のいろいろと将来への期待　
松谷化学株式会社　顧問 日高秀昌」の2題と、全15題の研究発
表を予定している。�
　参加申し込みは、全国清涼飲料工業会のホームページ�
（http//www.j-sda．or.jp/15taikai/15index.htm）上から
も受け付けている。�
日 時：2005年10月26日（水）9：50～（受付9：20～）�
会場：総会・研究発表会　日本教育曾館一ツ橋ホール�
　　  東京都千代田区一ツ橋2-6-2　TEL 03-3230-2831�

★アジア国際飲料産業展・会議「AsiaBev2005」開催�
　11月30～12月2日の3日間、幕張メッセにてアジア国際飲料産
業展・会議「AsiaBev2005」が開催される。今回で6回を数えるこ
のイベントは、昨年は1万3千人を超える入場者となった。また、展
示会と同時に飲料技術会議、セミナーなども開催される。�
日 時：2005年11月30日（水）～12月2日（金）�
会場：幕張メッセ［コンベンションセンター］�
　　 千葉県千葉市美浜区中瀬2-1�
主催・運営：（株）ビバレッジ　ジャパン社�
問い合わせ：03-3989-8707�
入場料：1,000円�

2
0
0
4
年
度
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
回
収
率�

62
・
3
％
を
達
成�

NEWS & INFORMATIONNEWS & INFORMATION

　
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）度
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
回
収
率
は
、事
業
系
回
収
量
の
精
査
に

よ
っ
て
、対
前
年
比
2
万
6
千
ト
ン
増
の
8
万

1
千
ト
ン
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
、62
・
3
％

と
な
り
、回
収
率
は
続
伸
し
た
。�

　
な
お
、市
町
村
回
収
率
は
46
・
4
％
と
な

り
、容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
後
初
め

て
前
年
を
下
回
っ
た
。�

　
事
業
系
回
収
量
と
は
、市
町
村
の
分
別
収

集
以
外
に
、事
業
者（
ス
ー
パ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
、

鉄
道
会
社
、他
事
業
者
な
ど
）が
自
主
的
に

回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
再
商
品
化

事
業
者
な
ど
に
渡
し
た
も
の
で
、推
進
協
議

会
が
独
自
に
調
査
を
実
施（
第
三
者
機
関
に

数
量
把
握
を
依
託
）し
、監
査
法
人
に
よ
る
監

査
を
受
け
た
も
の
。�

●「第3回ラムネ俳句大賞」決定�
　全国ラムネ協会主催の「第３回ラムネ俳句大賞」が決定した。
昨年を大きく上回る5万6千253句の応募の中から選ばれたのは、
佐々木順一郎さんの作品。�
『ラムネ飲む特等席はパパの肩』�
　ほかに、一般の部：優秀賞3名、審査員特別賞10名、学生奨励
賞3名、佳作100名、小学生の部：ジュニア大賞1名、優秀賞10名、
佳作24名も決まった。�
各作品はホームページhttp://www.e-drink.jpにて公開されて
いる。�

●刊行物案内�
　ソフト・ドリンク技術資料（年3回発刊）�
　2005年・第2号（No.146）�
　「DHA研究の最新情報と食品・飲料への応用」「ヒトの摂食
過程における食品テクスチャーの解析」「EU及び英国の食品表
示と改正アレルギー表示」「米国におけるアレルギー表示」「農
作物における農薬残留分析の技術的進歩について」「輸入食品
の安全性と消費者」「コーデックス食品規格委員会の動き─第
28回総会報告─」「日本人の食事摂取基準（2005年版）の概要
」を含む全8篇。�
体裁：Ａ4判178ページ�
価格：会員3,000円　会員外4,500円、年間購読料会員6,000円
　　  会員外9,000円（消費税込み、送料サービス）�
購読申し込みは全清飲ホームページ�
http://www.j-sda.or.jp「刊行物のご案内」にて受付。�

　
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
は
、（
社
）日
本
果
汁

協
会
、（
財
）日
本
炭
酸
飲
料
検
査
協
会
、（
財
）

食
品
環
境
検
査
協
会
と
共
同
で
、「
果
実
飲
料

並
び
に
炭
酸
飲
料
の
日
本
農
林
規
格
・
品
質
表

示
基
準
」
の
改
正
お
よ
び
「
J
A
S
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
に
係
る
説
明
会
を
開
催

し
た
。�

　
東
京
会
場
は
7
月
29
日
、大
阪
会
場
は
8

月
5
日
の
日
程
で
、
両
会
場
合
わ
せ
て
約

2
4
0
名
が
参
加
。
農
林
水
産
省
消
費
・
安

全
局
表
示
・
規
格
課
の
担
当
官
の
説
明
の
後
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。�

　
な
お
、「
果
実
飲
料
並
び
に
炭
酸
飲
料
の

日
本
農
林
規
格
・
品
質
表
示
基
準
」
の
改
正

に
つ
い
て
は
、8
月
26
日
に
開
催
の
農
林
物
資

規
格
調
査
会
総
会
の
審
議
で
、濃
縮
果
汁
に

加
糖
を
認
め
な
い
。
に
ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
総

カ
ロ
テ
ン
量
の
基
準
を
1
0
0
グ
ラ
ム
あ
た

り
4
・
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
に
引
き
上
げ
る
。

炭
酸
飲
料
に
つ
い
て
、使
用
可
能
な
食
品
添

加
物
の
保
存
料
、酸
化
防
止
剤
お
よ
び
乳
化

剤
を
ポ
ジ
リ
ス
ト
化
す
る
。
な
ど
の
改
正
が

議
決
さ
れ
、秋
に
公
示
さ
れ
る
予
定
。�

　
ま
た
、「
J
A
S
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
関
し
て
は
、平
成
18
年
3
月
1
日
に

施
行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。�

インフォメーション�
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500

2

3

4

5

6

7

8
兆円�

600
万台�

'95年�年� '96年� '97年� '98年� '99年� '00年� '01年� '02年� '03年� '04年�

自販機で主に買う飲料品目と自販機をよく利用するシーン�

DATA FILESDATA FILES

自販機の普及台数と自販金額（自販機による販売金額）の推移�

2004年自販機普及台数と年間自販金額（自販機による販売金額）の構成比�米国の機種別普及台数と中身商品別年間自販金額�
（自販機による販売金額）の構成比（2003年）�

539万5,660 544万570 547万6,290 550万400 553万7,500 560万7,500 555万6,700 552万4,700 552万600 554万8,100

6兆4,882億9,545万7千 6兆6,125億6,886万 6兆7,439億6,302万 6兆8,969億4,887万 7兆163億9,680万 7兆1,122億9,320万 7兆522億8,360万 6兆9,798億8390万 6兆9,427億4,930万 6兆9,234億143万�

清涼飲料自販機�
普及台数（台）�
清涼飲料�

自販金額（円）�

自販機普及台数（台）� 清涼飲料自販機普及台数（台）�

清涼飲料自販金額（円）�

自販金額総額（円）�

普及台数�
（台）�
自販金額�
（円）�

196万8,780 201万8,400 206万3,500 209万3,800 215万5,600 217万5,800 215万6,100 214万4,800 218万6,900 223万600

2兆1,070億3,574万4千 2兆1,681億3,970万 2兆2,795億4,288万 2兆3,479億2,900万 2兆4,357億8,870万 2兆2,845億9,310万 2兆2,595億9,280万 2兆2,252億7,290万 2兆2,462億6,300万 2兆2,752億1,200万�

機種別普及台数構成比� 中身商品別自販金額構成比�
機種別普及台数構成比� 中身商品別自販金額構成比�

自販機で主に買う飲料品目� 自販機をよく利用するシーン�

2004年1月～12月�2004年12月末現在�

全清飲が2000年に東京、大阪各30km圏の15歳以上60歳未満の男女600人を対象に実施した�
「清涼飲料自動販売機についての意識と利用実態調査」より�

総台数�
554万8,100台�

総金額�
6兆9,234億143万円�

飲料自販機�
264万5,200台�
47.7％�

ホットドリンク�
34万7,000台 4.5％�

飲料自販機�
2兆7,401億8,480万円�

39.6％�

食品自販機�
915億4,400万円�

1.3％�

たばこ自販機�
1兆9,645億6,133万�

28.4％�

券類自販機�
1兆6,820億5,000万�

24.3％�

その他自販機�
3,476億2,770万円�

5.0％�

自動サービス機�
974億3,360万�
1.4％�

清涼飲料�
40.2％�

清涼飲料�
32.9％�

牛乳2.5

コーヒー・ココア�
（カップ式）�
2.3％�

酒・ビール�
1.9％�

牛乳3.2％�

コーヒー・ココア�
2.9％�

酒・ビール�
1.4％�

食品自販機�
11万7,200台�
2.1％�

たばこ自販機�
62万2,400台�
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　男の子と女の子の可愛い貯金箱。スチール缶に工作用の
色紙を巻き付け、目や鼻、服などのパーツを工作用ボンドで貼
り、コインの大きさに合わせて飲み口を広げたシンプルな細工。
子供の工作にもピッタリだが、出来上がりを想像しながら各パ
ーツの型紙を作るところに、感性と精度が要求される。�
（多摩市・田上良蔵さん製作）�

（社）全国清涼飲料工業会�
〒103‐0022　東京都中央区日本橋室町3‐3‐3（ＣＭビル3階）�

TEL.03‐3270‐7300（代）�
http://www.j-sda.or.jp
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